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論文審査結果の要旨 
 
 IoT 環境の社会実装が進み，多種多様なセンサデバイスが送出するセンサデータの流通・利活
用を支えるプラットフォームの実現に対する期待が高まっている．既存のセンサデータ利活用の
枠組みは，事前に設置した専用のセンサデバイスを対象とした垂直統合型モデルであり，今後急
速に普及することが予想される汎用センサデバイスの利活用への対応には限界がある．そこで著
者は，従来の垂直統合型モデルから水平分散型モデルへの転換に着目し，時間・空間・用途・相
手に依らずにデータの利用が可能なセンサデータ流通基盤の実現技術について詳細に検討した．
本論文は，その成果をまとめたもので，全編 5章からなる． 
 第 1 章は序論である． 
 第 2 章では，任意の基盤利用者間の直接通信を実現するために，自律分散型 P2P 通信基盤 Waon 
を提案している．また，Waon の実装および災害時を想定した情報共有システムを試作し，シミュ 
レーション実験を通して，不安定なネットワーク環境下においても少ない管理コストで基盤を維
持可能であることを示した．これは，計算機・ネットワーク資源が十分得られず，かつ移動性の
高い IoT デバイス間での P2P ネットワーク構築のための有用な手法として高く評価できる． 
 第 3 章では，動的に変化する利用者からの要求やセンサデバイスの種類に対応するセンサデー
タ流通経路の構築を実現するために，利用者のポリシーやアプリケーションの要求に基づくセン
サデータの流通を「契約」に基づく相互作用としてモデル化する，新たなセンサデータ流通基盤
COSAP を提案している．また，シミュレーション実験およびスマートフォン上に実装した COSAP
の動作検証を通して，契約に基づく自律的なセンサデータ流通が可能であることを示した．これ
は，アプリケーションの構成を契約内容に応じて動的に変化させる新たな枠組みとして大変興味
深い成果である． 
 第 4 章では，利用者の携帯する市販スマートフォンからの基盤利用を実現するために，Wi-Fi 
Direct を用いたマルチホップ通信可能なアドホック D2D 通信基盤 ICOS を提案している．また， 
実機上に実装した ICOS の動作検証を通して，未知の周辺端末間でプライベートな D2D ネットワー
クを即時的に構築してデータの流通が可能であることを示した．これは，スマートフォンによる 
実環境を想定した実用的なネットワーク構築技術として有用な成果である． 
 第 5 章は結論である． 
 以上要するに本論文は，多種多様なセンサデバイス，ネットワーク，アプリケーションが高度
に協調する IoT サービスプラットフォームの実現に向けた要素技術の基礎を与えたものであり，
情報通信システムおよび応用情報科学の発展に寄与するところが少なくない． 
 よって，本論文は，博士（情報科学）の学位論文として合格と認める． 
